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行動ログの入力を支援するユーザインタフェースの設計と実装

鈴木 孝宏∗　 美馬 義亮†

概要. 本稿では，スマートフォンを利用した行動ログの入力作業を支援するユーザインタフェースを提案
し，それを用いたプロトタイプシステムのアイディアを示す．ここで提案するユーザインタフェースは，現
実世界に存在する様々な状況を一般化して二次元平面に構成したものであり，その平面をユーザがタップす
ることによって行動ログの入力を可能にするものである．このユーザインタフェースを用いたプロトタイプ
システムでは，ユーザのタップ操作をトリガーに行動を報告するテキストを自動的に生成し，行動を適切に
言語化して記録可能にする．これにより，生成されたテキストを日記に使用したり，Twitterに投稿してラ
イフログとするなど，行動記録を目的とした文章作成・入力にかかる負担を軽減できる可能性がある．

1 はじめに
本稿では，スマートフォンを利用した行動ログの

入力作業を支援するユーザインタフェースを提案す
る．ここで提案するものは，現実世界に存在する様々
な状況を二次元平面に構成したものであり，それを
ユーザがタップすることによって行動ログの入力を
可能にするものである．このユーザインタフェース
を用いて実装したプロトタイプシステムでは，ユー
ザのタップ操作をトリガーに行動を報告するテキス
トを自動的に生成し，行動を適切に言語化して記録
可能にする．これにより，日記の文章作成が容易に
なったり，Twitterに投稿してライフログとするな
ど，行動記録を目的とした文章作成・入力にかかる
負担を軽減できると予想している．

1.1 スマートフォンを利用したライフログ
ライフログは，日常生活のすべてをデジタルデー

タで記録することである．デジタルで記録すること
により，いつでも過去に遡って記憶を取り出せるメ
リットがある．記録のテーマは行動を書き留めた日
記にとどまらず，日々の食事，訪れた場所，体調管
理，育児記録などと多岐にわたる．記録のためのツー
ルは，カメラやGPS機能の付いたスマートフォン
であることが多い．スマートフォンではライフログ
を目的としたアプリケーションも多く存在し，人気
の具合を知ることができる．
本稿で扱う行動ログは，日々の行動のすべてを記

録するライフログであり，日記に近い．しかしなが
ら，ログを記録しようとする度にテキスト入力や位
置情報の入力などユーザの操作が必要で，記録にか
かる負担が大きい．センサ情報を用いてログを自動
記録するアプリケーションや，記録するテーマに合
わせた独自のユーザインタフェースを備えたものも
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存在するが，記録がセンサ情報に限定されたり，言
語化して記録できるものはまだ少なかったりと課題
がある [1]．このことから，行動記録に必要な操作ス
テップを減らし，テキストも自動生成することによ
り，記録にかかる負担を軽減できると考える．
本稿で提案するプロトタイプシステムでは，スー

パーマーケットでの行動記録を対象とした．行動記
録を支援するためのユーザインタフェースを用い，
少ない操作ステップでユーザの行動を適切に言語化
する．このことにより，行動ログの記録にかかる負
担の軽減，テキストとして記録する際の文章作成の
負担を軽減する可能性がある．

2 行動ログの入力を支援するインタフェース
本稿で提案するインタフェースは，現実世界に存

在する状況を二次元平面に構成し，タップ操作によっ
て行動ログを記録できるようにしたものである．図
1左の例では，スーパーマーケットに買い物に訪れ
た際に，どんな買い物をしたかを記録する用途に特
化させたインタフェースを用いたプロトタイプシス
テムである．

品名表示領域

店内マップ

図 1. スーパーマーケット店内のイラストによるインタ
フェース（左）と，パラメータ設定画面（右）
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2.1 インタフェースの設計
図 1左で示したインタフェースは，スーパーマー

ケットの店舗全体の配置を表現している．これは，
特定のスーパーマーケット店内を意図したものでは
なく，一般の店舗に共通して存在するコーナーを配
置したものである．このことは，ユーザの持ってい
る一般的な店舗イメージを反映していると言え，ま
た特定の店舗に依存しない行動ログの記録を可能に
している．
画面最下部には 3つのテキスト (品名表示領域)を

配置した。ここに表示された 3つの品名から 1つを
ユーザが選択することで，購入する品物の数や大き
さを決める画面（図 1右）に遷移する．その画面で
各パラメータを設定することで，行動ログとなる文
書が自動的に生成される．

2.2 文章の生成
行動ログとなる文章は，予め用意したテンプレー

トに，品名・大きさ・数量を挿入することで生成し
ている．今回のプロトタイプで生成する文章のテン
プレートは，「(大きさ)(品名)を (数量)買った。」と
いう形式で用意した．これによって，「大きいじゃが
いもを 4つ買った。」などの文章を自動で生成する
ことが可能である．
品名については，ユーザに提示する店内全体のイ

ラストと対応する縦 10×横 10のセルを持った商品
名リストに用意してある（図 2）．店内イラストは
拡大縮小して表示することが可能である．このため，
品名表示領域に表示する 3つのテキストは，画面に
表示されているイラストの範囲に対応するリストか
らランダムにピックアップすることで表示している．

店内マップ（全体） 店内マップ（拡大）品名リスト

10 x 10 のセルを用意

図 2. 店内のイラストマップと商品名リストの対応

3 今後の展望と課題
3.1 システムの特徴と可能性
本稿で提案した行動記録を支援するユーザインタ

フェースは，現実世界に存在する状況を二次元平面
に構成するために，状況を一般化したイラストをイ
ンタフェースに用いた．これにより，特定の状況に
依存せず，類似する様々な状況に対応できるものを
設計できる可能性がある．このことは，ある状況に

対してユーザの持っているイメージを崩さぬまま操
作できる工夫であると言え，システム操作にかかる
負担軽減にも繋がると考えている．

3.2 行動ログの負担軽減と記録できる行動の追加
ユーザの負担軽減のためには，ユーザの行動パ

ターンを学習し，ユーザの次の行動を予測してユー
ザインタフェースを提示する必要がある．そのため
には，スーパーマーケットだけでなく日常生活のあ
らゆる状況を二次元平面に構成し，感情も記録でき
るようにするなど，より多くの行動記録に対応する
ことが課題である．記録できる行動が増えることで，
ユーザの行動パターンを学習でき，その履歴から次
に使用するインタフェースの予測が可能となる．

3.3 文章生成のアルゴリズムの検討
このシステムでは，行動記録となる文章のテンプ

レートと状況を関連づけているが，数多くの文章表
現に対応するには工夫が必要である．予め用意する
文章のテンプレートに多数の表現を持たせるには，
正規表現で記述したテンプレートを用意する方法を
用いることで，似たような意味や構造を持つ文章を
大量に生成することができる．さらに，それらの文章
をセンサ情報等をもとにフィルタリングすることで，
より適切な文章生成が可能になると考えている．こ
の考え方は，展開ヘルプ [2]で用いられたGenerate
and Filterという手法を参考にしている．

4 まとめ
本稿では，スマートフォンを利用した行動ログの

入力作業を支援するユーザインタフェースの設計と，
それを用いて実装したシステムのアイディアを提案
した．このシステムは，ユーザの行動記録にかかる
タップ操作を減らし，行動記録のテキストを自動的
に生成する．システムが自動的に言語化することは，
行動ログのための文章作成・入力にかかるユーザの
負担軽減にも繋がる．記録できる状況・行動の種類
が増えていけば，終日の行動記録をもとに日記を自
動生成することも可能になり，日記執筆の負担軽減
も可能になるのではないかと考えている．
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